
V8
マキシマムオーバードライブ

このゲームについて
核戦争後の荒廃した世界でも男たちのプライドをかけた争いは続いていた。
フルチューンした改造車に乗り英雄の門までのチキンレースを戦え！
門の手前ギリギリに一番早くついた者が勝者の栄誉を受けることが出来る。
しかし無謀なまでのスピードに身をまかせて門を超えたらそこは奈落の底、
命はないぞ。

このゲームは招待隠匿系チキンレースゲームです。
誰がどのマシンを担当しているのかはわかりません。
他のプレーヤーを出し抜き誰よりも早く英雄の門に到達しましょう。
ただし門を通り過ぎてしまっては崖から落ちて死んでしまいます。
またマシンを進めるには手札のカードの色に従います。
自分のマシンだけを進められるとは限らず、しかも特定のマシンを
進めすぎると自分の色がバレて他のプレーヤーに狙われやすくなります。
自分の進めたいマシンが何色か気づかれないように他のマシンも進めつつ
ギリギリゴールラインで自分だけが生き残るのが目的。
それがこのV8：マキシマムオーバードライブなのです！

※ここまで読んでお分かりかと思いますがこのゲームはバカゲーです。

ゲームの準備
キャラクターカードをよく混ぜて各プレーヤーに１枚ずつ配る。（内容非公開、
2.3人プレイの時はあまったキャラクターカードは表が見えないよう箱にしまう）
各プレーヤーは担当のキャラクターとマシンの色を確認。
自分のキャラクターカードは他のプレーヤーから見られないようにする。
アタックカードをよく混ぜて各プレーヤーに２枚ずつ配る。（内容非公開）
魂チップを各プレーヤーに3つずつ配る。
(手元に公開。魂チップはゲーム中３枚までしか各自持てません) 
プレイ人数に関係なく４台のマシンをスタート地点に配置する。（図を参照）
一番勇気あるプレーヤーがスタートプレーヤーとなりBOXYを持つ。　　　　　　　　　　　　　　　　

　

ゲームの流れ
①手番のプレーヤーはアタックカードを1枚引く。（このとき手札は３枚になる）
②その後、AかBどちらかを必ず行う。
　※魂チップを３つ持っている場合は必ずAを選択すること。 
　※魂チップを持っていない場合は必ずBを選択すること。
 A：アタックカードを1枚プレイする
 　プレイしたアタックカードに書かれている枚数の魂チップを支払い、
　 BOXYでカードの指示通りの色のマシンを指示通りの回数アタックする。  
 　ベージュ色のカードを選択した場合、どのマシンをアタックしてもよい。
 　※アタック時の詳細処理は「アタック時の詳細ルールの項目を参照」
 
 B：アタックカードを表向きに1枚捨て、魂チップを1枚手に入れる 
 　魂チップは手元に3枚まで持てる。  
 
③Ａでマシンをアタックした後、追加の判定があれば行う
　・自分がアタックしたマシンを他のマシンにぶつけたら魂チップ１枚獲得。
　・自分がアタックしたマシンで他のマシンを英雄の門（後述）以外の
　　エリア端から落とした（もしくはその場で横転させた）ら魂チップを
　　上限3枚になるように補充する。　　　
　　落とされたマシンはその時の最後尾のマシンの１台分後ろに復活させる。
　　この時自分の弾いたマシンも落ちてしまったら2台とも最後尾のマシンの
　　１台分後ろに復活しチップ獲得はなし。
　・自分の弾いたマシンが単独で落ちてしまった時も最後尾のマシンの
　　１台分後ろに復活しチップ獲得はなし。
④時計回りに次の順番のプレーヤーが①から行なう

勝利条件
マシンが1台が英雄ゾーンに到達したら、その時の手番以外のプレイヤーが
それぞれ、後1回手番を行いゲーム終了となる。
最後の１手番の時は、最初に英雄ゾーンに入ったマシンに対しての
故意のアタックは禁止。
ただし、後1回ずつの手番中に1台以上の車が英雄の門から落下した場合、 
直ちにゲーム終了となる。 
ゲーム終了時点で最も英雄の門に近いマシンのプレイヤーが勝者となる。
他のプレーヤーは全員敗北。
英雄の門から落下したマシンのプレーヤーは名誉ある死として称えられる。

アタック時の詳細ルール
○各プレーヤーはアタックするマシンを決めたらそのマシンを自由に
　方向転換することができる。
　ただし現在地より後方に進むように方向転換してはいけない。
○２ヒットカードをプレイした場合２回目のアタックでの方向転換は禁止。
　この場合のみ後方に進むことが許される。
○アタックするポイント（BOXYでマシンをヒットする場所）は各マシンとも
　最後部のみ。最後部の面であればどこをヒットしても良い。
　またパワーの調節は自由。空振り、アタックミスはやり直し不可。

英雄の門および英雄ゾーンについて
○英雄の門からBOXY１本分が英雄ゾーン。

ゲームデザイン＆アート：ワタナベアキタカ
ルールブック校正：hal99
制作・販売：キングダイズゲーム
http://kingdaizgame.wix.com/kingdaizgame

Special Thanks & Respect To：ヨメ、三菱鉛筆BOXY、ジョージ・ミラー、
Hi-STANDARD、がんばれカメくん（Schildkrötenrennen）

ジャンル：世紀末正体隠匿チキンレースバトル
人数：２～４人（4人推奨） プレイ時間：１５～３０分

推奨年齢：スーパーカー消しゴムブーム世代
内容物：キャラクターカード４枚　消しゴムマシン4台

アタックカード２５枚（黒、緑、オレンジ、赤は各４枚、ベージュ５枚）
魂チップ（白チップ）１２枚　Ｖ８エンジン（BOXY）１本

他に用意するもの：適当な大きさのテーブル
プレイするテーブルの大きさは自由。ただし長机などはプレイが長引き

すぎるのでエリアを８０cm~１００cm程度の範囲に設定するのがおすすめ。
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